
は じ め に

「激動期のアメリカ」、これが本著のタイトルである。アメリカの「変化」に
ついて書かれている。しかし国の「変化」というのは実に全体像を把握しにく
いものである。政治・経済・社会・文化の変化を把握する手がかりを得るため
に自然の変化に目を向けてみよう。

我々は様々な自然災害を目にする。地震については、過去 10 年間、体感が
ないものを含め日本では年間 10 万〜 30 万回程度起こっている。その中で東
日本大震災級の地震は 1,000 年に 1 回と言われる。火山の噴火のニュースもよ
く見かけるが、活火山の桜島では年間 1,000 回の噴火が起こる時もあるし、休
火山の富士山は 1707 年の宝永大噴火を最後に 300 年以上にわたって噴火を起
こしていない。

日本におけるこれらの自然災害の多くは、海底プレートが大陸プレートの
下に沈み込むことで起こる。海底プレートの一つである太平洋プレートは東か
ら西へ動くが、その移動距離は年間わずか 8 センチである。そのわずかな移動
距離によって起こる摩擦によって、あるところでは大地震や大噴火が起こされ
る。しかし、それがあまり起こらないところもあるし、地震によっては大陸プ
レートの活断層が引き起こすものもある。

政治・経済・社会・文化の変化についても、全体像を理解するためには、ま
ず「地上」で起こる振動や熱を現場で正しく把握することが重要になる。し
かしそれと同時に、理論を用いたり時間軸を長く取ったりすることで、「地下」
のプレートの僅かな動きを捉え、それがどのようなメカニズムで地表の動きに
影響を与えているのかも理解しなければならない。また一つのプレートが他の
プレートとどのように関連しあっているのかを理解するために、より俯瞰した
視点も必要となる。

トランプ政権の 4 年間はまさに「地上」で大きな動きが見られ、我々もそれ
に振り回された感がある。2021 年にバイデン政権が始動したが、前政権と何
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が異なり、どの部分が変わっていないのかという議論が続いている。
本著は、トランプ政権が終わり、バイデン新政権が成立して約 1 年が経過し

た時点で、今一度アメリカにおいて起こっている変化についての理解を深めよ
うというものである。そのために研究者とジャーナリストが集まった。ジャー
ナリストは、「地上」をよく知り、現場で声を聞き、それを現場の熱とともに
伝えるプロである。研究者は、「地下」を分析するためにそれぞれの学問領域
で理論を学び、論理的に伝えるプロである。この両者が本格的に協力して、ア
メリカの近年の変化を政治・経済・社会・文化等幅広いテーマで分析しようと
する著書はこれまでない。

章の進め方はまずは「地下」の動きを理解するために研究者による第 1 部か
ら始める。そして第 2 部では、中日新聞（首都圏では東京新聞）のアメリカ特
派員経験者が「地上」の動きを現場の声とともに伝える。以下各章を簡単に説
明したい。

第 1 部「理論から」は 7 章によって構成されている。政治学、社会学、歴
史学、コミュニケーション学、文学の研究者が集まり、多面的にアメリカの水
面下で起きている変化を捉える。扱うテーマは、選挙・政党制（第 1 章）、経
済格差・社会政策・移民（第 2 章）、人種・警察（第 3 章）、宗教（第 4 章）、
国際関係・ジェンダー（第 5 章）、政治的言説（第 6 章）、文化・社会的言説

（第 7 章）と多岐にわたるが、記述したようにこれらの「プレート」は相互に
作用し合っている。そしてそれらが摩擦を引き起こし、ひずみを生み出し、地
表の変化を生じさせる。

第 2 部「現場から」は 9 章によって構成されている。アメリカ特派員とし
て現場に赴き、人々の声に耳を傾ける経験をした新聞記者によるものである。
現場で特に大きな振動となった以下のような出来事に焦点を当てている。ブ
ラック・ライブズ・マター運動・対アジア人差別の拡大（第 8 章）、女性参政
権 100 年と大統領選（第 9 章）、GAFA と地方紙の困難（第 10 章）、グリー
ン・ニューディールと原発の関係（第 11 章）、コロナ禍における銃問題（第
12 章）、Q アノン（13 章）、米中貿易問題（ 14 章）、日米同盟（15 章）、ハリ
ウッドの政治性（第 16 章）。



読者の方の読み進め方は自由である。まずはアメリカの構造的な変化の全体
像を掴みたいという方は第 1 部から読み始めていただければと思う。また「地
上」で起きたことを把握した後に、「地下」で起こっていることを理解しよう
とするならば、第 2 部から読み始める選択肢もある。特定の問題について学び
たいのであれば、第 3 章と第 8 章のように近い分野を合わせて読むこともでき
る。

記述したように、本書の目的は、冷静さと現場の熱、俯瞰性とミクロ視点、
そしていわゆる「アメリカ政治本」よりも幅の広いテーマを取り扱うことで、
より複眼的にアメリカという国で起こっている変化を理解しようとするもので
ある。そうすることで、アメリカ政治や社会の行方、日米関係、そして広くは
世界政治を理解するための視点を提供できれば幸いである。

各章の注表記について言及しておきたい。研究書において、インターネット
上の情報の場合には通常 URL とアクセス日を示す。しかし本著では、文字検
索してすぐに見つかるものであれば URL は掲載せず、また情報が後にアップ
デートされた場合以外にはアクセス日も記さない。

第 2 部の各章は、担当記者が中日新聞・東京新聞に自ら書いた記事を再構成
した上で加筆修正したものである。直接取材した人物の肩書き、為替レートな
どは取材当時のまま記している。また、写真は、取材先から提供を受けたもの
以外、すべて記者が撮影したものを掲載した。

2021 年 10 月
山岸敬和・岩田仲弘
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